
希望の開校 50周年へ 

校長 大西 浩之 

 

令和５年（2023年）が明け、本日より 

令和４年度３学期がスタートしました。 

今年の干支は「癸卯（みずのとう）」。 

「癸」は十干の順序では最後にあたり、 

一つの物事が収まり次の物事へ移行して 

いく段階を意味するようです。また十二支の「卯」は、ウサ

ギが飛び跳ねる姿から「飛躍」や「向上」の年と言われるこ

とがありますが、稲作における生長段階では「茂」にあたり、

繁殖する、増える段階を意味するようです。その両方を備え

た「癸卯」は、昨年までの様々なことに区切りがつき、次の

新たな成長や増大のために飛躍していく、60 年に一度の年

と捉えることができます。 

日野第七小学校は今年、昭和 48年（1973年）の開校から

50 周年という大きな節目を迎えます。そのため令和５年度

は記念集会や記念式典などの行事も予定しております。それ

に先立ち、先月、開校 50 周年記念キャッチフレーズを子供

たちに考えてもらいました。ホームページでは既にお知らせ

していますが、４年生以上が考えた９つの候補の中から全校

で投票した結果、『咲き続け！輝け！唯一無二の七桜！』に

決定しました。「七桜」とは、これまで「桜の学校」として

愛されてきた七小の愛称でもあります。この他の候補には、

今年度のキャッチフレーズにもある「笑顔」が多く使われて

いました。中には「50 年後も守り続ける笑顔」「次は 50+50

（Go Go）周年」など 100周年を意識した言葉もあり、子供

たち自身が未来を見据えていることに感動しました。その子

供たちのために、これまで学校を支えてきてくださった保護

者・地域・関係機関の皆様に改めて感謝申し上げますと共に、

半世紀の歴史を振り返りつつ、次の 50 年に向けての１年目

として、新たな歴史を綴り行く教育活動を展望していきたい

と考えております。 

「癸卯」は音読みすると「キボウ」となります。日野第七

小学校の子供たちにとって、また保護者・地域の皆様にとっ

ても大きく飛躍しゆく「希望」の年となりますことを念願し

ております。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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1月の行事予定 
 

日 曜 
時

程 

給

食 
学校行事等                                 

1 日     元日 

2 月       

3 火       

4 水       

5 木       

6 金     冬季休業日終 

7 土      

8 日       

9 月     成人の日 

10 火 B  始業式・午前授業・B 時程 

11 水 B  午前授業・B 時程・発育測定(6) 

12 木 A ☆ 給食始・4 時間授業・発育測定(5) 

13 金 A ☆ 4 時間授業（1～３）・発育測定(4) 

14 土       

15 日       

16 月 A ☆ 委員会⑨・発育測定(3) 

17 火 A ☆ 発育測定(2) 社会科見学(5) 

18 水 B ☆ B 時程・発育測定(1)・4 時間授業 

19 木 A ☆  

20 金 A ☆ 安全指導 

21 土       

22 日       

23 月 A ☆ クラブ⑨ 

24 火 A ☆ 学校公開・校内書初め展始 

25 水 A ☆   

26 木 A ☆  

27 金 A ☆  

28 土 A ☆ 学校公開（水曜時程）・4 時間授業・校内書初め展終 

29 日      

30 月     振替休業日 

31 火 A ☆   

★避難訓練は予告なしで実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

癸
卯 

１月の目標 
生活指導目標 「かぜに負けないじょうぶな体をつくろう」 

「礼儀正しいあいさつをしよう」 

保健目標   「冬を元気にすごそう」 

給食目標   「楽しい食事の仕方をしましょう」 



 

 

◎2年生紹介 
2年担任   

 ２年生は２学期の生活科の学習で、「もっとなかよし まちたんけん ～しせつ・お店 はかせになろう～」とい

う活動に取り組んできました。 

１学期には市役所方面、大坂上方面、多摩平方面にまちたんけんに行きました。「思っていたよりもお店が多か

ったね。（市役所方面）」「家が多くてお店は少ないよ。（大坂上方面・多摩平方面）」と、普段は何気なく通り過ぎ

ていた場所にも、新たに発見したことがたくさんありました。 

１１月から１２月にかけては「ふるさと歴史館」「市政図書室」「ベーカリーモリ」「ミリー洋菓子店」「アンクル

チャップ」「日清園（ブルーベリー畑）」「ももんがカフェ」「にじいろコーヒー」の皆様にご協力いただき、調べて

分かったことをポスターや新聞、絵本、スライドなどにまとめました。何を伝えるか、どのような発表にしていく

かはグループで話し合って決めていきました。２年生にとっては初めて行う難しい活動でしたが、自分たちが調べ

て分かったこと、考えたことを「はかせ」になって伝えようと、みんな熱心に取り組んでいました。 

 ３学期は、自分の生活や成長を振り返る活動に取り組みます。活動を通して、自分ができるようになったこと

や、相手を思いやる心、支えてくれた人たちへ感謝の気持ちを育んでいけるよう、取り組んでまいります。 

 

◎校内書初め展・書初め大会 

国語主任   
1月 24日（火）から１月 2８日（土）までの５日間にわたり校内書初め展を行います。子供たちの練習の成

果が発揮された作品が各教室前に展示されます。日本の伝統行事の良さを体験させるとともに、子供たちが互い

の作品を鑑賞し合うことで書写力の向上も目指します。学校公開に合わせての開催となりますので、保護者の皆

様も是非ご覧いただき、ご家庭でも話題にしていただけると幸いです。 
 また、書初め展に向けて 3年生から 6年生は、体育館にて初め会を行います。 

日時は、１月 1１日（水）1・2校時が３年生、3・4校時が５年生、1２日（木）1・2校時が４年生、3・4

校時が 6年生です。体育館に学年ごとに全員が並んで、一斉に書初めをします。静かな和楽器の曲を BGMに、

少し厳かな雰囲気の中で集中力を高めて書きます。いつもの書写の時間とは違った緊張感で、気持ちを込めて取

り組んでくれることを期待しています。 

◎学校公開のお知らせ 
教務主任   

３学期の学校公開ですが、1 月２４日（火）と 1 月２８日（土）の２日間になります。マスク着用・検温・ア

ルコール消毒等感染対策した上で、ご参観いただければと存じます。 

なお、昨年末から新型コロナウイルス感染者の増加傾向がみられることから、以下の 4 点について、ご協力く

ださいますよう、よろしくお願いいたします。 

①特に時間制限は設けませんが、校舎内、教室内の密を避けるために、１家庭２人以上同時の参観はご遠慮くだ

さい。また同じ場所での長時間滞在とならないよう、ご配慮ください。 

②学習時間中の廊下での会話はお控えください。 

③混雑の際はどうか譲り合ってお子さんの頑張る姿をご参観ください。 

④体調がすぐれない場合には参観を見合わせていただきますよう、お願いいたします。 

◎「一人はみんなのために みんなは一人のために」 
副校長   

 毎年 1月 2日・3日に行われる「東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）」。大会は往路５人、復路５人、計

１０人で 217.1㎞を襷でつないでいきます。勝負の分かれ目は、その時の選手のコンディションや絶対優勝する

んだという強い気持ち（メンタル面）にあるようです。襷をつなぐこと…つながらなければ、選手の想いもつなが

らない。選手たちは練習の集大成として、この襷に想いを込めて走る。補欠の選手やチームをサポートしている人

たちすべての気持ちを襷の中にぎっしりと詰め込んで走る。これこそ駅伝という競技の醍醐味ではないでしょう

か。だから毎年、劇的なドラマが誕生しているのだと思えてなりません。 

このことは、学校行事を通して成長する子供たちにも重なるところが多々あります。七小体育の日や芸術祭が

まさしく当てはまる一コマです。一人が欠けてしまうと全体のバランスが崩れてうまくいかなくなってしまう。

けれど、みんなで助け合えば、その一人を助けることにつながる。一人だけ頑張ってもいいものにはなりにくい。 

このことはまさしく駅伝と同じです。どちらにも共通しているのは、「一人はみんなのために みんなは一人の

ために」、自分のもてる力を精一杯発揮することです。楽しいこと・うれしいこと・つらいこと等、みんなで共有

し合うことで本当の力になっていく。だからこそコミュニケーションが必要です。これは学校だけでなく、家庭や

地域・社会でも同様のことがいえます。人を大切にする心・相手を思いやる心・相手を受け入れる心があってこ

そ、自分のもつ力が大いに発揮することができるのだと、駅伝というドラマが教えてくれています。 


